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天文同好會槻測部月報

　　　　観測部流星課報告Report，　Mete・r　Section（25）

　　　　　　　　課長　小忌孝二郎（K・K・mak三）

9月中の観測者及襯測籔は次表の通りである．Summary　f（）r　Septernber，1930
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微光流星槻聾者はSh・Sk・Ku．・Noの二期である．
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　　　　　5．流星署羊の出現献ミ兄（Note　on　ApParitions　of　Swarms）

　　1・ペガスス座η流星」群（η一Pegasid）

　19日一20日平日に互って長谷氏はペガスス座η附近を輻射黙とする流星

群を観測されてるるが，同じ下記見氏（Sh）の微光流星観測の中にもこの附

近に顯著な流星一群が見られてるる，29日には宮澤氏（Mz）によりてもこの附

近に流星の放射を槻測されてるる・（時日の關係から同一の流星群とは見倣

し得ないが）．
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　　IL其他の流星群

　其他に顯著な流星群はない様であるが・28日，30日の即日に長谷氏がベ

ルセ座t附近に一流星群を見てみる・

　　III．微光流星による流星群（Swarms　of　Faint　Meteors）

　盛見氏（Sh）及同氏を中心とする（Sk）（K：u）（No）（Mr）の諸氏により多数

の輻射黙を得られてみる・暗中著しきものは鷲座α附近のもの・海豚β附

近のもの．琴座α附近のもの，ペガススα附近のもの等で殆んど白月を通じ

て見られてるる．しかし同一の黙を輻射貼として長期間に亘り流星を放射

する風合，これを同一の流星群とすることは（特別なる揚合を除いて）不當

である．今週物線速度を境遇しナこる癒合9月10日に琴座のa附近に流星群が

存在するならば，この流星群の輻射黙は下記の如く移動あると考へる事が

理論上底さるべきである．（双曲線速度を愈々すれば移動の：量は少くなる）

　　10H　ct＝278　a＝　十38　20　ct＝295　6＝一1－31

　　　15日　　　　　　286　　　　　　十38　　　　　　　　　3］0　　　　斗・35

　随って観測上に於てかくの如き移動を見出し得すとすれば，同一の鮎に

輻射窯を有する各流星群は恐らく個々別々のものであらう．故にか》る鮎

について観測上注意すべき事は甚だ重要である．　しかして微光流星群の確

實性を獲得する爲には時間を隔て》観測を行ひ，天頂引力による輻射難の

立位を求むること及び二人以上の同時観測に侯つべき事を特筆したい．

4．観測より誘導したる輻射貼（Radian亡poin亡s　der三ved丘℃m　observa亡iolls）
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（A・）Shの槻測より導びきナこるもの
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4．観測より誘導したる輻射監　（Radiant　points　derived丘om　observations）

　Sep．　1930
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此の外に四光流星による輻射黒占を下記の如く獲得されてみるが共の位置

は省略する二とにしナこ．

　　　　　　　Sh　　104i固　　自No，465　一　至No，568

　　　　　　　Sk　17　569　　一　orsor
　　　　　　　Ku　7　o”86　　一　59，2
　　　　　　　N’o　4　593　一　59，6

　　攣　　光

アルゴルの極小観測

1930年11月29日

　　20時50分

　　21　or

　　　　12

　　　　16．5

　　　　L20

　　　　26

　　　　30r

　　　　42

　　　　0rl

　　　　or　7

　　22　ユ4

　　　　47

　　工D．
　　　d
2426309．993

　6310．003

　　　．008

　　　．012

　　　．014

　　　．018

　　　．　eL）　〈t

　　　．e2s｝

　　　．e35

　　　．040

　　　．051

　　　，074

星　　課

花山にて古畑正秋

　　襯測　　　光度
　　　　　　　　れユδ　3，　　5　　ec　Tri　3．28

　　35，4　　　　 3．32

　　3・5，3．5　　　　　3．34

　　4，　3　　　　3．38

　　4．5，2．E）　　　　3．41

　　5，　　2　　　　　　　3．44

　　4．5，2．5　　　　　3．41

　　4，　3　　　　3．38

　　4，　　3．三｝　　　　　3．36

　　3．5，3．5　　　　　3．34

　　34．5　3．29　　フ
　　1　　7　　　　3．15
　　，

植…．ゴ、　；　2正h26tn　耳　」・D．2426310，U18



164 天丈同好會観測部月報

帥戸にて天汁襯測から見た天測實況

　私が太陽の混晶観測や，星野罪証を撮影するに付いて，不可能の日が意外

に多い事に驚きましナこ．試に私の頭上（帥戸市西須磨）に於ける天氣實況を

手記して見まし7こ．夫れが丁度一ケ年間を完成しましナこから，薮に報告を

いナこします．何かの御参考になれば幸です・

　第一表は即ち西須磨に於ける天骨實況であります．朝の十時と夜の九時

の實況を表示してあるのです・此の時刻は深い意味があって之の時刻を定

めナこものではありません．私が太陽槻弓をする時刻であります．太陽観測

の時刻としては除り適當な時刻ではない様ですが，周圏の建物や，樹木の

關係上記の時刻が選まれナこまでです・三夜の時刻は，夏期は撮影を初める

時刻であり，冬期は此の時刻が中心になる時であるが故に定めナこ時であり

ます．

　池中，左下が朝の十時の参画で，右上が夜の九時の實況を表示してある

のです，右上に却而の無きものは朝十時の實況と同様の氣象であります．

　　　符號　　備月

　　　1二謂い鵬眞可能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝星繍能瞬測可能

　　　；∵；1：、蜘毛脚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝起動測礒

　　　；∵徽。出陣不可能

第一表から試みに，太陽親骨可能日鐵，星観測可能日数，星野窩貫可能日

数，を算えて見ると第二表の様な結果になります．

（第　　二　　表）

19ﾐ團19惰・卵月i・月1・鳴門圓・月卿・月1合計

太陽酬可能圃19日117日124E！7日116日13日1・卿5日1・・日｝27日1・・日i25日1…日

星酬可能磁1・E團22・11・日剛1・日・卿4E17巨　8日陣・中92日

星野灘擁醐・日圃・・日i・・画・日11・日i神2日1・3日｝卿2日1…日
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　第二表によって見ると太陽観測可能日数が，二百三十七日，星の観測可

能日激が，一百九十二日，星野爲眞可能日数が，一百〇七日であります．

之の記録は朝の十時と，夜の九時とを限つナこ僅な時刻の晴曇を記しナこので

ありますから，一時間の前後，否三十分間の前後には意外な攣化を現す蝪

合が可成に多くありますが，星の観測及び星野爲眞撮影の揚合には大鰹之

の時刻の模檬によって就床しますから，たとえ一時間後に攣化を擁しても，

所謂あとの祭でありますから観測はだめであります．或る特別の揚合を除

きまして（夜孚の観測又は撮影の揚合は別）大鎧之の表の示す激値は實際と

能く一致して居ます．

　太陽槻測可能日数の皆野は，私の乾乳糊測日激と可成大きい開きを示し

て居ます．私の之の一ケ年間の壁際観測日数は二百五十四日であります．

之の表と十七日の相違を見ます．之の相違は朝十時の記録後に於て攣化し

ナこ揚合と，縛帯の日でも僅な時間だけ太陽が其の耀いナこ美事な顔を見せ

る事があります．此の時を利用して観測をやりますから，之の相違が現は

れた課であります．一日中に於ける太陽観測可能の時間は六時間あります

から（周圏の事情で此檬に短いのです），天象の攣化も多いのです，元來私

は，其日其日の晴，曇，雨，杯どと云ふ事を記録せんとしナこのでは無く，

観測の可能と不能と，及び確實度を記録せんとしたものでありますから，

記録方法が甚だ誤って居tt事に心付きましナこ・そこで十二月に入て記録方

法を改正しましナこ．今年度分の報告から左檬に不都合の無い記録を御報告

しナこいと思って居ます．

　星野爲眞可能日激は，百〇七日と成って居ります．表の上から云えば今

少し多激にあるべき筈でありますが，満月の夜は張い月光に妨げられて勿

論爲眞撮影はダメであります・叉種々の事情の爲めに満月の前後三四日間

づ》は同じく爲眞撮影に不適當であります・薮には満月の前後三日閥づS

を不能日数の中へ算えて居りますから左様に御承知置き下さい．

紳戸西須磨關守畔　　吹　機　香　鳩


